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要  旨

残留農栄検査業務管理の改善活動の一環として,検企業務の効率化, ヒューマンエラー防止へ向けた取り組みについ

て報告する。
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I は じめ に                     ら,ヒ ューマンエラー防止に向けて取り組んだ事例を報告

残留農薬検査をはじめとする食品衛生検査を取り巻く状況   する。
は, ここ数年で激変した。ボジティブリスト制度の導入,加

工食品等への検査範隊及び検査項目が拡大するとともに、消    E ヒューマ ンエ ラー とは
費者の食の安全,安心への関心の高まりを受け,県が毎年栄    ヒューマンエラーとは,事故のきっかけになる人間の間違
定する監視指導計画の中の予定検体数は,増加の一途をた   いを指し,各方面でその防止策が研究されている6)。
どっている。                          検査においては,小さなミスが,①検査結果の間違い (検
その 本方で,検査担当者の異動周期が短くなり,検査未経   査の信頼性喪失,業者への不利益処分等)②検査員の事岐,

験者が業務を担当する場合も多く,検査技術の承継,専門性   健康被害l③環境汚染,④財政的損失 (機器故障等)等の事
の確保が課題となっている。                  故につながる可能性があり,その防止策の検討は重要である。

しかも,食品衛生検査においては,信頼性の確保が求めら    ヒューマンエラーの防止対策としては,次の 3点が指摘さ
れており, GLPに基づき業務管理を行う必要があることか   れている。                     

｀

ら、通常より検査手法が煩雑である。              ①作業を行いやすくする。ヒューマンエラーの発生頻度を抑

そこで,当センターでも, こうした課題に対処し,検査担    制する。
当者がスムーズに業務を遂行するため,標準作業書を作成し,  ②人に異常を気づかせる。損害が出る高1に事故を回避できる
これに基づいて業務管理を行う中で,業務改善活動に取り組    ようにする。
んでおり, これまでも本誌で報告してきた 1)～ 5)。         ③被害を抑える。小さな事故が大きな事故に発展しないよう
今回は1初歩的なミスや,非効率な業務による疲労が,事    にする。
改を引き起こすヒューマンエラーにつながるという観点か    今回は特に①,②に着目し,改善策を検討した。
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llI 改善事例

1 検査に使用する器具の準備

(1)改善前の状況 ,問題点

従来は,検査に使用する器具は,事前に必要な数を工

程ごとにかごに分け,検体番号を記入したカラーラベル

(以下「ラベル」という。)を貼付し準備していた。

しかし検査前の準備であるため,詳細を規定せず,準

備担当者のスケジュール,手法に委ねて行っていた。

そのため,器具の過不足, ラベルの貼付位置が悪くは

がれる, ラベルの文字が有機溶媒で消えるなどの事例が

あり、その都度対応していた。

(2)改善方法

準備作業に次のルールを設けて標準化した。

ア 器具準備リストの見直し
従来使用してきた器具の名称,容量及び必要数をま

とめた一覧表に,次のイ～力のルールも記載し,確認

しながら準備することとした。

イ ラベルの色分け
器具には,検体番号を記載したラベルをRH「付してい

るが,同時に検査する検体には,検体番号ごとに全て

異なる色のラベルで色分けすることとした (図 1-
1)。

ウ ラベルの記入方法
ラベルヘの検体番号の記入は,マ ジック・ボールペ

ンではなく,有機溶媒の影響を受けにくい鉛筆で行う

こととした。

エ ラベル準備の工大
ラベル貼付の前に,予め必要な数十予備数のラベル

を準備し1シール台紙ごと,ク リアケース (ハード)

に両面テープで匝1定し,一度に検体番号を「
FL載した上

で,使用するようにした (図 1-2)。

オ ラベルの大きさ,只占イ寸位置の統一
その器具の使用に適した大きさ及び適した位置を指

定して貼付するようにした。

特に作業中の見やすさ,はがれにくさに留意した。

代表的な例を紹介する。

□ なす型フラスコ

者の部分に見i付するようにした。ロータリーエバ

ポレーターによる濃縮工程で,水浴に浸かってはが

れるおそれがなく,ク リップで固定できる位置に

した。

仰 分液ロート
コックを右側に向けた状態で,最も膨らんだ部分
より少し上部,正面より右側にずらした部分に貼付

することとした。液一液分配の観察に支障のない位

置であり,かつ空気穴の真下を避け,大から内容液

が垂れても汚染しない位置にした。

力 並べ方の統一

器具を試験管立てや1コ ンテナに並べる際の川寓序は、

検体番号の小さい順に,最前列の左から右へ並べ】順

次奥の列に並べる, というルールを設けた。

(3)効果

ア 器具準備リストを見直し,担当者が変わっても常に
迅速・正確な準備作業ができるようになった。

イ ラベルを検体番号ごとに色分けし,番号と色の両方
で判断できるようにしたことで,確認が容易になり,

取り達えの確率も低下した。

ウ 必要数のラベルに一度に番号を記載することによ
り[ラベルの作成ミスを防ざ,ク リアケースに貼付す

ることにより,貼付が容易になり,ラベルの貼付もれ

もチェックできるようになった。

工 準備作業の効率化, ミスの防止に加えて,検査効率
の向上,検査ミスの防止につなげることができた。

表 1 残留農薬検査 (野菜・加工品)器具準備一覧表
※ガラス器具の破損に注意ゃ特に脱水用ロー トとトラップ球。

ラベル化惜
サ
イ
ズ

汁
術
教

名具器

1 フードプロセッサー

(ガラス製)

n 大 本体

小 フタ L面
2 300mlマイヤー(SPC34)

十SPCフ タ(34)

B  大 マイヤー下部
小 フタ

3 テフロンスパーテル 2n 小 背側
4 100mlメ スシリンダー 2n 木 日盛 り は部、注ざ日の逆側

半数はアセ トエ トリルⅢ用 (41Lラ
ベル)を準備

5 300nllマ イヤー (右推) n 大 マイヤー側面下キ【
6 ゆ60州]山 □― ト ■  大 仙!面
7 101131駒込 ピベット n 小 球 とスポイ トの問、目盛 りの基佃1
8 300nll分 液ロー ト n 大 球体の屑の部分

さ黒者れた翻呼
引旬り
'・
耐より

9 足大 ロー ト n 刀ヽ

10501コ lPP製遠洸智 2n 大 本体日盛りの東側上部
フタには縁部にペンで記入

]l PFAチューブ n 不要 アダプターを取り付ける
12100n■ マイヤー+フ タ
(SPC24) n 大 側面下部

小 フタ_上両
18 脱水用 ロー ト n  tt llll而

14 200niナ スコル(SPC24) n 大  首の部分
15 トラップ球 n 大 球の肩の部分
16 15inIPP製遠沈告 n 大 12と Hlじ
17 PFAチ こと―ブ
(再tu用分)

■ 不要
【ぢ夫ルホ沼常

1トル
千
ン専用,

アダプターを取りINlける

18 50mlナスコル (SPC)
(ヘキサン洗出したもの)

n 大 首の部分

1921131桐 色有栓試験付
(ヘキサン洗汁したもの)

3n 不要密違ぶ
く日盛りの読みやすいもの

●ラベルの準備

塔螢吾尾斥与皆罪
なる色のラ勺レ(■ 古☆,桃1軸 紛

象轍 ャ
ールを181k分 取先 うち下から3つ を縦半分に切る

岳を密4とに含稲季ま
~`い に両け―プで姑り付けておま

を作成 して

(→ 15枚 十半

鉛午で検体

●器具の並べ方
被体番 号の小さい川頂に 最前列の注か ら右へ並べ,順次lAlの列に32べ る。



検査に使用する有機溶媒の識別・使用方法

(1)改善前の状況・Fl題点

試来メーカーから市販されている試米には,統一した

ラベルが貼付されており,PIl薬名や規格が一日では識別

しにくく, 食品の検査では,右機溶媒の使用頻度が高い

ため,取 り連えが起こる可能性が考えられた。

また,残留膜業校査の1山出過租でアセトニトリルを使

lllす る際に,必要量をメスシリンダーで添加する作業の

効率が怒かったため、改革が必要であった。

(2)改首方法

ア 規格毎に異なるメーカーの製品をlW_用
肖センターで使用する有機溶媒の規格は,上に「残

留洪難 PCB試験用1と , 十11P L C用 |である。
同じ有機溶媒でも1容量は同じで規格が違う製H rrを

使用するため,規株を確認する際には、 ラベルの端の
小さな文字を確認しなければならず,紛らわしかった。

そこで,規格年に違うメーカーの製辞Jを llt用 し, ラ
ベルのデザインで規格を判別しやすくした。

イ 有機溶床のイメージカラーの決定
検査には,同 じ規格で異なる種類の有機浴妹を使用

するため1同 じメーカーの有機溶媒は,名称が識別し

にくい。そこで,有機洛媒の種類毎にイメージカラー

を決めて,そ の色のカラーラベルを有機溶媒のHIt業瓶

に貼付し,識別を容易にした。

また有機溶妹は,使用の者卜度,i式業瓶からガラス蓉

器に小分けして使用しているが,ガラス容器やピペッ

トにもイメージカラーのラベルを作成し貼付した (図

2-1)。

ウ 有機溶煤を畳るメスシリンダー (図 2-2)

台のついていない100mL容 量のメスシリンダー (特

4『|)を使用するようにし,「■搬 管立てに立てて、実

験台上に安全に多くのメスシリングーを置けるように

した。

残留農来検査の仙出過程では,アセ トエ トリルを合

計で 1 0011lI才 使用しているが,検体ごとに別のメスシ

リングーを使用し,添加ミスを防ぐようにした。

また最初に100mIンのアセ トニ トリルを主り,そ こか

ら必要畳を添加するようにして,派加の都度,試薬瓶

から畳る作業を省き,かつ残量で抽出がどこまで進ん

でいるかが確認できるようにした。

(3)効果

有機溶媒の識別に色分けを利用 し, また,有機溶媒を

畳るメスシリンダーを工大することにより.業務効率が

1的上し, ミスも防 LLで きるようになった。

1(_卜 り出

行機溶媒の識別

l frY具のラベルによる識別 (右似1が正両方向)

鰹駒鞭鞠　　　　　　　　　　　口
‐‐・２

ラベル汁備の 1号大

Sll

革t

区2-2 Tj枚 溶媒を量るメスシリンダー



3 標準溶液調製時のミス防止策
(1)改善高1の状況・問題点

当センターでは,市販の農楽混合標準波に,1農薬ご

とに自家調製した標準液原液 (以下,原液という。)を混

合したものを標準溶液として用いている。

白家調製の原液は現在, GC/MS/MS測 定用が
38品目,LC/MS/MS損 1定用が拠品目,う ち共通品

目が 6品 日であり,添加量は一部の原波で異なるため,

混合する過程で調製ミスが起こる可能性があった。ミス

は預1定結果を見た後で判明するため,再調製が必要にな

れば,検査の迅速性が著しく低下する。

(2)改善方法

ア 混合の順序の五大
添加量の異なる原液を混合する作業を最初に行い,

注意を払い見落としのないようにした。

また,添加量の異なる原波の容器には, 日立つ色で

添加量を表示したラベルを貼付した。

イ 混合作業時の原波の取り違え防止

混合は1混合標準溶液調製記録 (表 2)に沿って

チェックをしながら行うが,原液は十混合標準溶液調

製記録の順番に, フリージングコンテナ等 (以 下「F

コンテナJと いう。)に前夕」左から右,前から後ろへの

順に並べた。

混合作業の前に,保管用のFコ ンテナとは別のFコ

ンテナに原液を全て移しておき,混合が終わったもの

から順に,保管用のFコ ンテナに戻し,混合の前後で

原戒の場所を変えるようにし,作業が一時的に中断さ

れた場合でも, どこまで混合が終わっているかが確認

しやすくした (図 3)6

ウ ピペットの本数による確認
各標準液の調製の最後に,使用したピペットの本数

を数えて,混合した原液の数と一致しているかを確認

し、混合もれのないことを確認するようにした。

い)効果

標準波の調製作業が行いやすくなり,効率が向 にする

と共に,調製ミスが起こらなくなった。

調製者 :     >

注)ppm=ug/1fL3L
調製者 : >

表 2 混合標準溶液調製記録
l StdMIx―cl(20種 アセトン混合液】 各20ppm)の 調製  注)ppm=ug/mIン

<調製日 :    .

2 StdMix Dl(15種アセトン混合液, 各20pprll,一 部40ppm)の 訓製
<調製日 :

番号 農業名 標準原液濃度 栄取量
‐エツク

メスアッフ量
r7ラ ト ハヽ 保存

1 Al-1 trifluralin 10000め rrl 051111ッ  ロ

25mL □

(容器 :25mL褐色
メスフラスコ)

50111Lス タ

ンダ ー ド
ベ ッセ ル

(掲色)に
移し1冷蔵
保存

□

2 A15 isoxathioll 1000o19rr 05mL □
3 A18 dichiofenthioll 1000oo■ 0 5nlL □
4 へ2] DCIP 1000DDm 05mIン   ロ
5 A2-4 trlflunllzole rnctabolite 1000or)ln 05mL □
6 Fヽ 2-5 chlorothalonil 1000DOm 0`51nL □
7 A2-8 tetraconazole 1000oonl 0.5mIン  ロ
8 rヽ 2-11 〕rocvinldc)ne 1000oom 05mL □
9 A2-12 triflulnizole 1000Dつ In 05mL □
10 hcxaconazole 1 000olDIn 0.5n■ I″  □
11 A2-17 kresoxilla n■ eしhvl 100000nl 0,5mL □
A2-21 fenproOathorm 1000め om 05mL □
A2-22 etoxazole 1000olDm 0.5rnIィ   ロ

14 A2-26 ethofenprox 1000oonl 015mL □
15 alacmor 1000わDm 0 5nlL □

Fenothiocarb 1 0001DIDm 0 51nIフ   ロ
17 1-2 disuLfoton 1 00tlDDm 0,5mL □

blュprofezine 1000っっnl 05■lL □
C14 ind()xnc′ 〕rl) ]000oDn3 0 5nlIン  ロ
C15 azoxvsl■ ohin 1 000Dlうm 0.5mL □

番 号 農業名 標準原液濃度
りヽ ll又垣置
手 千 ヽ`
'/7

メスアップ量
r7ウ ト カ` 保存

1 Bl-4 L U00DDlll 0 51nI″  □

25inIィ  ロ

(容器 125mL褐色
メスフラスコ)

50mLス タ
ン ダ ー ド
ベ ッ セ ル

(褐色)に
移し,冷蔵
保存

□

B15 dinletl■ oate 1000onm 05mL □
B19 follDet 1 0001DDm 0,5mL □
g上 llleDall〕 Ovrlrll 1000DDnl 05mIッ   ロ
Bl-14 1ludioxOnll 100000nl 0 5nlL □
Bl chlorlenaDvr 1000DDm 05mL □

7 B121 tralomethrin 1000ppm 0.51nI`  □
B2-1 2、4-dichioroalnilille 1 0001DDm 015nlL □
B2-2 しrichlorfoll 1()00oom 05mIン  同
B2-6 inlibenconaz01c debenzvl 1 000oTDm 11】uフ  ロ
B2-8 tetrahydroっ hthallnlide 100000111 l nlL □
A2-20 bifenthrin 1000めDnl 0.5n■L □
Dl l methidtthion(DMTP) 1 000DDll 0.5mL □

14 D12 oxadixvl 1 0001DIDII 05mL □
D13 tolfenovrad 1000DDm 05mL □



ポ声が              へ

図3 混合作業時の原液の取り違え防止

4 機器分析に使用するバイアルの識別
(1)改幸前の状況・lrll題点

機器分析に使用するバイアルには,手書きで標準波の

fFh類や濃度,サンプル名を記載していたが,小さい字で

vL誠 しにくく[読みにくかった。

(2)改善方法

ア テブラによるバイアル用ラベルの作成
PCリ ンク機能のついたチプラで印字し,バイアル

に貼付して予め準備するようにした。

検量線用標準液は赤色で, tlrl験 溶液は黒色で印字す

ることとした (図 4)。

イ バイアルのキャップの色分け
バイアルのキャップの色を標準波と試験溶液で区別

した (図 4)。

〔3)効果

テプラの使用により文字の読みやすさが向 にし, 文字

やキャッ
~/の
色分けにより確認がしやすくなった。

め、中性洗斉Jで洗沖した後、アルカリ洗斉Jに浸漬し洗

浄しているが,汚れの程度によって,中性洗剤に11EI

文は2回浸漬する工程を加えたり,よ り強力なアルカ

リ洸斉」に浸演する場合がある。

洗浄作業終了後に何らかの洗斉」に混漬した状態で ,

進行状況が分からなくなることがあった。

イ 試業の管 Llllにおける問題点
試来等を大量に購入し使用する場合の在庫管理がし

にくく,1古 1相抽出カートリッジなどは箱の中の残りの

個数が把握しにくかった。

(2)改革方法

ア 洗浄作業における進行状況の表示
171c浄作業終了後に,ボーダーラベル等 (以下,「 Bラ

ベル」という。」に進行状況をrL載して浸演槽に貼付す

るようにした。

イ 納入されたrA業等へのラベル民1,付 (図 5)
Bラ ベルを使用し,試栄等が納入さねた際に,納入

日j本数 (例 ,1/全教)を記載したBラベルを只占付
し本数の順に使用することにより, Bラ ベルを見て残

りの本数が確認できるようにした。また開士J時には,

Bラ ベルの余向に開封日を記載することとし, 見やす

くした。

回相抽出カートリッジなど‖』数の管理が必要なもの

には1符の外側にBラ ベルを凡i付 し、使用日と残りの

個数を記載し、箱を開けずに個数が確認できるように

した。

(3)効果

Bラベルを有効に活月1することにより,洗浄作業の進

行状況が確実に把握でき,確実に洗浄作業が実施できる

ようになった。

また,l rl楽等の在庫管理も行いやすくなった。
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図4 バイアルの識別

洗浄作業・試薬管理の改善

(1)改善台1の状況・問題点

ア 洗沖作業における問題点

検査に使用した器具は,校査の対象が食品であるた

一-23-―

区 5 言1ヽ業等のBラ ベルによる管理
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